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論図式の提示を試みたということができよう。なお，ギデンスの社会理論を理解するには，邦訳書の訳者解説や今枝
（1990）などが参考になる。また，立岡（1990）はギデンスの社会理論の地理学化をプレヅドの一連の研究を参照にして
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ベスト社，1989)。今枝法之『ギデンスと社会理論｣，日本経済評論社，1990・立岡裕士「Giddensの構造化理論と地理
学｣，日本地理学会予稿集38,1990,208-209頁。
56）Giddens,前掲55)，邦訳219-255頁。
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次元を付加した時空間収支（space-timebudget）
６０） 
と呼ばれるものlこほかならない。しかしより本
質的には，人間の行動を離散的にではなく時間
の流れと空間の広がりの中で連続的に捉え，活
動の同期'性（synchronization）や同所性（syn‐
chorization）に注目することで，さまざまな時
間・空間スケールに対応した生活のパターンを
見いだす枠組みであるといってもよいだろう。
通勤や買物・余暇というようにこれまで断片
的にとりあげられてきた生活の諸相を一括して
捉え，日常生活の全体像を「目に見える」かた
ちで表記することができれば，そこに活動の時
機性や循環性・反復性などを見いだすことは困
難ではない。つまり人間行動を記述する言語と
して，集団や社会に共有きれた生活行動様式
(活動の配分様式）を，個別事例の一時的な観察
結果の集合から引き出す役割を時間地理学に期
待することができるのである。
都市研究とのかかわりでその適用を考えてみ
れば，第一に圏域概念の再検討の方向性が与え
られる。従来の圏域研究では，時間の価値を含
めた移動・輸送コストがさまざまな尺度の距離
逓増であるという前提のもとに，あるいは移動
の目的地を経験的に知ることによって，それぞ
れの活動に関する圏域があまり脈絡もなく空間
上に設定きれる傾向がみられた。これに対して
時間地理学は，生活時間の構造を明らかにして
活動パスを描くことによって，活動に与えられ
た時間枠にはそれぞれ固有の意味があり，それ
は単に経済的側面に限らず，日常生活の構成の
中での活動に対する負担の限界であることを明
らかにする。そしてこのような前提のもとで，
人はできるだけ合理的な行動を選択しようとし
Ｖ生活行動研究の視点
我々の基本的な関心は〉現代社会における生
活を，意志や感情を持ち，また，さまざまな社
会的な文脈の中で生きている人間の活動として
捉えることであり，本稿はそのための生活行動
分析の手がかりを見いだそうと試みるものであ
った。これまでの議論から，活動パターンの研
究は，第一に，人間の生活の表出である社会活
動を時間と空間がおりなす営みとして認識する
手段として，第二に，活動の配分が個人の価値
観を体現したものであり，それは都市化や産業
化といった近代化の過程を個人の身体上におい
て確認する作業として，それぞれにその意義を
見いだすことができよう。
ところで第一の観点は，単に活動の配列を列
挙するのみにとどまらず，その編成の様式は個
人をとりまく環境とのさまざまな相互作用によ
ってもたらされるものであるから，第二の観点
と接点を持つことは不可能ではない。いわば第
一は機能論的な視点に，第二は構造論的な視点
に立脚するものであるが，両者の歩み寄りの過
程が時間地理学の展開であったということもで
きよう。本章では，時間地理学をこのような視
点で捉え，それを今日的な状況に参照すること
によって我々がどのような視点を摂取できるか，
あるいは当面どのような観点を生活行動分析の
なかに織り込むことができるかなどの点につい
５９） 
て考察してみたし】。
（１）理念型を同定するためのパターン認識の
手段ここではまず，空間次元と時間次元を統
合した試みとして時間地理学を位置づけてみよ
う。それは，皮相的にいえば，時間収支に空間
59）以下に述べる議論は，機能主義や構造主義あるいは構造化理論などの社会理論の言説を十分ふまえたうえで検討されれ
ば，より明確な視点として整理することができよう。しかし筆者らにとって，哲学的・思想的な陸路に陥ってしまうこと
は本意ではないので，とりあえずここでは筆者らの問題意識を発露することにとどめ，如上の課題は今後の課題としてお
きたい。なお，さまざまな方法論の特徴を都市地理学研究に引きつけて展望したものとして，さしあたりHiromatsu
（1990）をあげておく。Hiromatsu，Ｓ,`Geographyandurbanethnicity：areviewessay'，Ragio"αZVYezus（駒沢大学
応用地理研究所）３，１９９０，ｐｐ133-147.
60）Anderson,前掲18)。
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ていると仮定すれば，さまざまな行動圏を日常
生活の構成を軸にして関連づけることができよ
う。
第二に，第一にあげた方法の応用でもあるが，
施設配置の検討に貢献することができよう。個
人が施設を利用するにあたっては当該施設と利
用者との間にバンドルが形成されなければなら
ないが，そのためには利用者に付与きれた時間
枠と移動時間から設定されたプリズムの範囲で
施設へのアクセスが可能でなければならない。
その際，①移動手段のスピードアップによりプ
リズムの大きさを広げる，②活動主体の制約条
件を変更することによってプリズムを拡大・移
動する，③対象施設の有効時間帯をずらすこと
でプリズムの適合を図ろなどというように，バ
ンドルの形成に注目してさまざまな状況を想定
することができる。このような思考実験は，社
会施設や余暇施設の配置や運営を検討する際に
実務上有効な示唆を与えてくれよう。
（２）「制約」分析としての応用人間に否定
的に作用している制約を通して人間行動を捉え
るのが時間地理学のひとつの特徴であるが，第
二に，このような「制約」分析としての展望を
検討してみたい。なおここで括弧つきの制約と
記すのは，制約を時空間系における物理的な制
約のみに限定せずに，より広い文脈の制約をも
含意するためである。
生活行動の主体は，意思や感情を持ちさまざ
まな社会的文脈の中で活動する人間であるから，
その人間行動のどのような側面を照射するかに
よってアプローチの方法を分類することができ
る。例えばThrift（1981）は，個人の内生的な
過程を重視する立場を能動的（active）アプロ
ーチ，個人に対する外生的な制約を重視する立
場を受動的（reactive）アプローチと分類してお
り，それは，Anderson（1971）の表現によれば，
前者は人間の意思の積極的な働きかけを重視す
る（positive-determinants）アプローチであり，
後者は人間の意思の作用を消極的に捉える
(negative-determinants）アプローチということに
６１） 
)§ﾐる。
このように人間行動の捉え方を大きく二つに
分けたとき，時間地理学が外生的な制約を重視
する立場をとっていることはいうまでもない。
ただし外生的な制約をいう場合，物理的（ハー
ド）な環境のみに限らず，社会構造や制度を含
めたソフトな環境をもさす場合がある点は留意
すべきであり，「時間地理学は制約分析にすぎ
ない」とか，「物理主義的である」といった批
判は，多分に物理的な環境の制約を直感的に念
頭に置いた反応であると思われる。
ところで，空間行動研究において内生的な意
志決定過程を重視する研究としては，目的地の
規模や魅力などが提供する便益と移動のための
距離・時間・費用を勘案して，総合的な効用に
基づいて判断する効用アプローチを代表として
あげることができる。効用アプローチに対して
は，第一に，目的地の便益やそれに至るまでの
コストに関する客観的な事実が意思決定主体に
よって完全に把握されているのかという「完全
情報」の前提に対する批判，第二に，便益とコ
ストの勘案は意志決定に際しての判断材料を提
供することはできても，現実の行動では客観的
に把握された選択肢に対して主体の意思のみを
貫徹して選択を行なうことは可能であろうかと
いった，「自由」な意思決定に対する批判があ
る。
確かに，認知・選好モデルの導入により内的
過程をホワイトボックス化する努力や，意志決
定の不確実さを確率効用モデルによって補うな
どの試みがなきれているものの，基本的には効
用の認識を確認することができない以上，その
無限定な自由裁量にはある種の「危うさ」を払
拭することができない。
61）Thrift,前掲28)。Anderson,前掲18)。
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例えば自由裁量度の高い行動を対象として，
これに関わる意志決定のみを個別に検討するな
らば，それを主体的意志の表明であると認識す
ることができるかもしれない。けれども生活全
般を理解しようとするとき，実際の生活状況の
中で主観の表明としての「自由」な意志決定が
可能となる場面が無限定に存在するであろうか。
もし留保条件のもとでの効用をさすならば，最
初から制約を念頭において，制約下における行
動の自由度を論じた方が現実的である。つまり，
人々が実際にしていることや，しようと思って
いることではなく，する自由があること，ある
いはあるべきことが起こらないことを理解する
方が実りが多いのではなかろうか。
例えば，都市における生活の質やアメニテイ
ーといった概念は，抽象的には理解されていて
も，本来的には個人個人の主観の表明であるか
ら，それを客観的に認識した社会集団の集計的
な価値基準として操作化することは困難をとも
なう。そこで，個人の欲求を実現させる可能性
を人々に与えるように努めること，すなわち，
より多くの選択の機会を人々に与え，それを公
平に配分することにより，個人が諸活動に参加
したりしなかったりする自由を保証することが
生活の質やアメニテイの必要条件であると認識
すれば，都市計画をはじめとする公共政策の現
実的な目標が与えられる。
障害者や貧困者・高齢者などの社会的弱者の
権利を保障する一環として，彼らの諸活動への
アクセスがどのように制限されているのかを理
解し，あるいは少数民族や女性など伝統的に社
会から遠ざけられてきたグループに社会参加の
機会を与えるためには，彼らの現実にはどのよ
うな制約が横たわっているのかを理解すること
によって，制度や`慣習などの社会規範や施設の
改善など，社会環境を変革する施策を講じるこ
とができよう。
（３）個人の行動から社会を透視する試み以
上のように，時間地理学に用意きれた用語や諸
概念を行動表記のためのテクニックとして利用
することの可能性は豊かであり，また制約を中
心として人間行動を捉えなおすことは，実務上
の要請に新たな視点を提供することができる。
しかしながら，用語や概念はある種の問題意識
のもとに提起きれるのであるから，時間地理学
の可能性をこのような側面に限定するのは皮相
的である。そこで第三の視点として，個人と社
会を媒介する枠組みとして時間地理学を捉えて
みたい。
Thrift（1983）は，方法論を構成的（compo‐
sitional）アプローチと文脈的（contextual）アブ
６２） 
ローチの二つに分類している。前者Iま，全体を
いったん要素に分解しさらにそれを再統合する
ことにより全体を構成するものであり，自然科
学に代表きれる実証主義的なアプローチに主と
して採用きれている。
確かに，人間生活の特定の活動だけを取り出
せば個々の活動を独立して考察することができ，
言らには人の移動や活動を消費された延べ時間
やトリップの距離・頻度などの尺度に還元する
ことで分析の精級化をはかることができよう。
しかしながら，生活とはそのように断片化され
た活動の和集合では決してないことはいうまで
もないし，また，断片化された表層のみに注目
することで後景の構造を見失なえば，そこから
は社会に対する深い洞察や批判的な観点は何も
生まれず，現状肯定的な議論に陥る危険性があ
る。
一方，後者のアプローチは，人間の活動を時
空間において状況づけられた一連のできごとと
認識し，活動のつながりや連続`性，他の人や事
物との関係において人間の活動を「理解」しよ
うとする。他者や事物との関係は，これらとの
間における社会的合意に基づいて調整きれるわ
;paceandtime'，Ｅ花ui7wz・ＰＺｍｚ刀．Ｄ１，１９８３，ｐｐ､23-58.62）Thrift,Ｎ､Ｊ,，'Onthedeterminationofsocial aｃｔｉｏｎｉｎｓｐａｃｅａｎｄ 
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約概念を提示したが，このうち移動能力の制約
(capabilityconstraints）が強調される傾向は否定
できないし，また，人間をとりまく制約を分類
する上で，この３種だけで十分かどうかという
点にも検討の余地が残されている。このために
は，制度や慣習・規範，世帯員や活動グループ
間での取引関係，施設のサービス提供時間の情
報など，広義の制約として包摂されるであろう
ものが意味するところを，社会の意図や矛盾の
表出としてひとつひとつ解きほぐしていく作業
が必要である。また制約は，たとえその形態が
ざまざまであったとしても，個人の活動を制限
するものであるから，制約という武器を掌握す
る権力を個人や集団が奪い合うというように社
会を認識することも可能であろう。したがって
活動パターン研究において，諸制約がどのよう
な主体によってどのような形態で個人の行動を
制限しているのかを明らかにすることは，社会
に対する理解を深める一助となり得るだろう。
一方，「人は何のために活動しているのか」
ということに関し，ざまざまな側面をみたもの
がプロジェクトの概念であり，それは活動を目
的に応じて分類することで整理きれる。従来，
ざまざまな生活行動の分析において活動の分類
が大きな焦点となってきた。それぞれの活動が
どのような意味を持っているかを明らかにする
ことは，ざまざまな人間行動を研究する際の出
発点となっており，逆にいえば，それぞれの研
究の視点は活動の分類に集約きれているといっ
てもよい。
例えば，労働（生産活動）と非労働（再生産活
動）という活動の大きなカテゴリーは，マルク
ス主義の立場から生産様式の定義にしたがって
活動を分類したものである。しかし現代のよう
に活動が多様化してくると，生産一再生産の軸
では必ずしも捉えきれない余暇（自由）活動な
どの重要`性が増すとともに，一つの活動がいろ
いろな意味を持っているかのような場合が想定
けであるから，つきつめれば個人と社会との関
係を見通していることにほかならない。個人も
しくは社会集団と社会構造や社会環境の関係は，
前者の行動が後者によって規定されると同時に，
この反作用として前者の運動が後者の変革をも
たらすこともあるから，両者は相互依存の関係
にあり，したがってすぐれた動態的な視点を見
いだすことができる。
このような視点から，時間地理学には，環境
と人間の相互関係を把握することによって社会
の基底プロセスにも考察を及ぼす方向`性が観念
的には提示される。けれども，実際の分析の中
でこのような視点を生かすことは必ずしも容易
ではない。そこで個人と社会の相互作用のひと
つの局面として，観察きれた行動の背後に隠さ
れた制約を「読む」ことにより，その制約を生
み出している地域的・時代的な社会的背景を理
解することで，生活行動の分析から全体社会や
地域社会を逆照射する方途も考えられよう。
例えば既婚女性の社会進出を考えた場合，当
事者は社会参加への強い意欲をもっていたとし
ても，現実にはそれを断念したり劣位な条件で
妥協せざるを得ないし，たとえそれが可能とな
ったとしても，本人はもとより家族のそれぞれ
にさまざまなしわ寄せをもたらしている。この
ような現状が時空問上のパターンとして確認さ
れ，その制約を特定することができれば，個人
の意図を制限している社会的な要因，例えば主
婦を家庭の中に固定化しようとする男女の役割
分担や子育てへの役割期待の構造，あるいは子
供をもつ母親の社会参加を支援する施設やシス
テムの不均等な構造などを見通すことは，そう
困難なことではなかろう。こうした視点が時間
地理学によってのみ，もたらされるとは決して
いえないが，少なくとも前述してきたような時
間地理学の問題意識は，このような視点を醸成
するといっても言い過ぎではなかろう。
周知のようにへ_ゲルストランドは３種の制
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され，活動の同定はさらに困難になっている。
したがって，我々にとってプロジェクトのベク
トルを分解し整理することがまず先決であり，
そのためには，綿密な調査に基づいて活動の本
質的な意味を掘り下げてみることが必要とされ
ている。
て容易ではない。しかし，「我々にとって最も
重要なものごとの様態はその単純ざと平凡ざに
よって隠きれている。それがいつも眼前にある
から人々はそのことに気がつかない。平凡なこ
と，日常的なもの，こうした事柄を注視しなけ
ればならない。舞台だけでなく，舞台とともに
舞台裏を見なければならない。仮面を見るとと
もに，仮面をはぎとって素顔を見ることが必要
６３） なのだ（ウイトゲンシュタイン)｣。
我々のまわりでごく当り前と考えられている
ことすら理解できなければ，日常から遠くはな
れた異文化のことを理解することはとうてい困
難である。地理学がこうした疑問に答えようと
する努力を失なってはならないと思う。筆者ら
は，日常生活の中に埋没している「舞台裏」や
｢素顔」を覗く方法として時間地理学の可能`性
に期待している。
Ⅵおわりに
一見豊かさに満ちているように見える現代に
生きる人々の活動も，時間という視点を導入す
ればその日常生活がきわめて貧困な状態に置か
れていることが判明する。このような時間窮乏
化を経済学的に説明することは可能であり，そ
れは経済発展が時間窮乏化をもたらすといった
図式によって説明される。しかし我々は，時間
窮乏化が経済学的に合理的な行動様式の結末で
あるといわれても，忙しい生活をなんとかした
いと思っている。我々は現状の時間窮乏化に強
い不満を抱いているけれども，かといって経済
発展そのものを否定するつもりはない。むしろ，
時間窮乏化の進展の結果，現代に生きる人々の
生活がどのような問題状況に置かれているのか
を解明し，経済学的でないアプローチによって
その解決策を模索していきたいと考えている。
「人はどのように生活しているのだろうか」
という素朴な疑問に解答を見いだすことは決し
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